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セインズベリー日本藝術研究所は、1999年にイギリスのノリッチで設立

され、日英間の文化的交流を促進し、日本の美術、文化、歴史を深く研

究し理解することを目的としています。四半世紀にわたり、イギリスにお

いて「日本」を見る窓口として機能し、日本の芸術と文化を英国内外に

紹介し、普及させるという役割を果たしてきました。

石橋財団は2013年より継続的に、セインズベリー日本藝術研究所が主

催する日本での国際講演会や、若手研究者の育成プロジェクトなどに支

援をしてきました。本講演では、松葉涼子博士が設立25周年を迎える

セインズベリー日本芸術研究所のこれまでの成果をご紹介するともに、

日英両国における文化の普及と、教育の変革期における国際交流の新

たなあり方について問いかけます。

会場 アーティゾン美術館 3階レクチャールーム

言語 日本語

定員 70人（事前予約制・先着順）/ 自由席
 ※定員に達し次第、受付終了

参加費 無料

申込 石橋財団ホームページから
 www.ishibashi-foundation.or.jp/programs/grant/forum/

セインズベリー日本藝術研究所
©Sainsbury Institute

石橋財団デジタルフューチャーズプロジェクト
©Sainsbury Institute

松葉涼子 
（セインズベリー日本藝術研究所 デジタル人文学講師）

近世版画文化を専門とする。現在セインズベリー日本藝術

研究所、イーストアングリア大学において日本デジタル人

文学講師を務める。2008年立命館大学から博士号を取

得。現在までに、大英博物館において「Hokusai Beyond 

the Great Wave」（2017年）と「Citi Exhibition Manga」

（2019年）の学芸メンバーであり、マンガ展のカタログを

共著した。

講師

石橋財団フォーラム
公益財団法人石橋財団は、寄付助成事業で支援した活動を広く皆さまにご紹介し、

情報交換するフォーラム型プログラムを開催します。

イギリスから「日本」を見る―
セインズベリー日本藝術研究所による日本芸術文化の国際普及

2024年6月7日（金） 18:30‒20:00（開場18:00）Forum

• レクチャールームは無料エリアのため、展覧会をご覧にならなくても受講可能です。

• 当日、体調の悪い方、発熱や咳き込み等の症状のある方はご参加いただけません。

• 諸般の事情により、プログラムを中止することがあります。

Speaker

ご注意


